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は　じ　め　に

近年,森林環境教育の重要性が叫ばれるようになり,森林関係者において様々な知識と技術が要求されるようになっ

た｡演習林では,小中学生を対象にした企画,学生が主体となって実施した企画,森林の関係者が指導者としての資格

を取得するための講座といった様々な企画を実施してきた｡そこで今回は今年度に実施した企画の内容と実施状況を報

告する｡

2005年度に実施した企画

期 日 事 業 名 対 象 者 人 数

5/24 (火)~ 26(木)
こども森林教室 垂水小学校 5 年生

82 人
～川の源流探検～ (3 クラス)

7/5(火) 総合学習で森林見学 高隈中学校 1年 12 人

7/17 (冒)
串良町教育委員会主催 串良町小学 4 年～

39 人
串良町こども会 ｢串良川源流探検｣ 中学 3 年および保護者

7/23 (土)
森と遊ぼう 第18回 小学 4 年～中学 3 年

34 人
～川のたんけんたい～ および保護者

7/29 金 -3K 日)
森林環境教育ワークショップ

in たかくま
小中学校教員および一般 23 人

8/10 (水)
生涯学習センター主催公開講座

｢親子で体験, 鹿児島の海と山｣
小学生と保護者 28 人

8/17 (水 -19(金)
森と遊ぼう 第19回

～我ら森人～
小学 4 年～中学 3 年 32 人

10/18 (火 -20 (木)
こども森林教室 垂水小学校 5 年生

83 人
～森のたんけんたい～ (3 クラス)

10/22(土)~ 23 (冒)
大隅少年自然の家主催

｢大隅環境調査隊｣
小学 4 年～ 6 年 34 人

10/29(土)
森と遊ぼう 第20回

～きこり体験& ものづくり～
小学 4 年～中学 3 年 10 人

ll/12 (土)~ 13 (日■)
カラモジア主催

在鹿外国人との森林体験活動
鹿児島在住の外国人 18 人

実施までの準備

こうした企画を円滑に進めるためには用意周到な準備が大切である｡まず企画の主旨(目的･ねらい)は何なのか,

そしてそれに基づき企画書を作成(いつ･どこで･誰が)し,事前のミーティングで,実施ヶ所の安全確認,緊急時の

対処,安全マニュアルの周知など最善の対応がとれるよう打ち合わせをし,必要に応じ事前のトレーニングを行なうな

どしてスタッフの資質向上を図っている｡その上で,気づいた点があれば企画開始前と終了後にミーティングで意見を

出しあい,次回からよりよい企画になるよう努めている｡
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お　わ　り　に

演習林は,野外教育の拠点として,重要な役割を果たしている｡またそこに集まる参加者･関係者が関心を持って参

加してくださり大変好評を得ている｡そうした演習林施設の利用者が年々増加する中で,本年3月に大野小中学校が廃

校になることを機会に,市と地元住民が連携して行う｢自然学校｣の設立へ向けた話し合いがなされているなど,着々

と準備が進んでいるようである｡今後演習林職員としては,そうしたことを踏まえ新たなシステムにいち早く対応でき

るよう,時には意見を出しながら双方がうまくいく方法を検討してゆくことが必要と思われる｡

垂水小学校5年生

～川のたんけんたい～の-コマ

森と遊ぼう　第18回

～川の源流探検～の-コマ

森と遊ぼう　第19回

～我ら森人～の-コマ

森林環境教育ワークショップinたかくまの-コマ　　　　　　森と遊ぼう　第20回

～きこり体験&ものづくり～の-コマ
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